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前週終値 1月26日 1月27日 1月28日 1月29日 1月30日 週間騰落幅 週間騰落率

ダウ平均 17,678.70 17,387.21 17,191.37 17,416.85 17,164.95
騰落幅 +6.10 -291.49 -195.84 +225.48 -251.90

S&P500 2,057.09 2,029.55 2,002.16 2,021.25 1,994.99
騰落幅 +5.27 -27.54 -27.39 +19.09 -26.26

ナスダック総合指数 4,771.76 4,681.50 4,637.99 4,683.41 4,635.24
騰落幅 +13.88 -90.26 -43.51 +45.42 -48.17

-2.87%

-2.77%

-2.58%

17,672.60

2,051.82 -56.83

-507.65

-122.644,757.88

指数 予想PER（倍） PBR（倍） 予想配当利回り

ダウ平均 15.9 3.0 2.4%

S&P500 16.7 2.7 2.1%

ナスダック総合指数 19.7 3.4 1.2%
（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成（2015年1月30日時点）

 先週の米国株式市場－GDP下振れや FOMC のタカ派的な声明受け大幅下落－ 

＜先週の概況＞ 

 先週の米国株式市場は10－12月期の

GDP成長率が市場の予想に届かず、また

FOMC後の声明発表が、米国経済に強気な

見方を示すタカ派な内容だったことから週

間で3％近い大幅下落となりました。 

また、マイクロソフト（MSFT）やプロク

ター・アンド・ギャンブル（PG）などの決

算がドル高の影響で冴えないものとなった

ことも株価の重しとなりました。 

 

 

 

  

 

 

米国株式市場バリュエーション 

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

NYダウ平均とナスダック総合指数の推移
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500と騰落レシオの推移
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

ドル円と米国長期金利の推移
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ダウ平均採用銘柄 週間騰落率ランキング 

 

 

 

 

 

＜上昇＞ 

ダウ平均採用銘柄のうち値上がりはボーイング（BA）とマクドナルド（MCD）の2社のみ。ボ

ーイングは10－12月期の決算で増収増益を達成し、利益が市場予想を上回ったことから大きく

買われました。また、マクドナルド（MCD）の10－12月期決算は冴えない内容に終わったも

のの、最高経営責任者の交代が発表されたことで経営改革期待が高まり買われました。 

＜下落＞ 

冴えない内容の決算発表を行った銘柄の下落が目立ちました。中でもマイクロソフト（MSFT）

はドル高の影響で10－12月期が減益になるとともに、今後についても弱気な見通しを発表した

ことから週間で14％超の下落と大きく売られました。 

業種別リターン 

（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500　業種別年初来リターン
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（出所）Bloombergのデータをもとにマネックス証券作成

S&P500　業種別週間リターン
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ティッカー 銘柄名 週間騰落率（％）

BA ボーイング 8.0

MCD ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ 3.2

（出所）マネックス証券作成

値上がり率ランキング（1/26-1/30）

ティッカー 銘柄名 週間騰落率（％）

MSFT マイクロソフト -14.4

INTC インテル -9.3

CAT キャタピラー -6.6

CSCO シスコシステムズ 　　　 -6.5

PG ﾌﾟﾛｸﾀｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ･ｶﾝﾊﾟﾆｰ -6.4

UNH ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞﾍﾙｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ -5.1

KO ザ コカ･コーラカンパニー -4.9

GS ｺﾞｰﾙﾄﾞﾏﾝ･ｻｯｸｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ -4.5

UTX ﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ･ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ -4.3

AXP アメリカン･エキスプレス -4.1

（出所）マネックス証券作成

値下がり率ランキング（1/26-1/30）
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ジャネット・イエレン 

FRB議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

米連邦公開市場委員会（FOMC） 

今後発表される主な経済指標  

先週発表された主な経済指標 

2月 2日 1月分 ISM製造業景況感指数 市場予想 54.5 前月 55.5 

27日から28日にかけて行なわれた米連邦公開市場委員会

（FOMC）で、事前の予想通り利上げの決定は行なわれませんでした。

また、今回の会合は終了後の記者会見がなく、具体的な利上げ時期に

ついての示唆などはなかったものの、FOMCの米国経済や労働市場に

対する認識の変化がありました。 

まず、米国の経済活動全般について「しっかりとしたペースで拡大」

と12月の「緩やかなペースで拡大」から一段強気な見通しに引き上

げられました。また、労働市場については「力強い雇用の増加」と12

月の「しっかりとした雇用の増加」からこちらも一段強気な見通しに

引き上げられました。また、足元で原油安の影響から伸び悩んでいる

物価上昇率については、短期的にはより一層伸びが鈍化する見通しが

示されたものの、中期的には FRBの目標である2％に近づいていくと

の見通しが示されました。 

2日に1月分の ISM製造業景況感指数が

発表されます。12月分は製造業、非製造業

とも11月から3ポイント以上悪化しまし

た。改善と悪化の境目となる50は大きく上

回っているものの、両指数が揃って同月に3

ポイント以上悪化したのはリーマン・ショッ

ク直後の2008年 10月以来とあって、米

国経済の先行き鈍化が懸念されます。 

先行指標となる地区連銀の発表した1月

の景況感指数は、フィラデルフィア、カンザ

スシティ、リッチモンド、ダラスが悪化した

一方でニューヨークは上昇しました。市場予

想では12月から小幅な悪化が予想されて

います。 

（出所)マネックス証券作成

ISM景況感指数（製造業・非製造業）
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先週のマーケットビューでは、原油安の影響見極めや直近発表された経済指標に冴えない内容が目

立ったことから、ダウ平均の高値奪回には時間がかかりそうと記しましたが、10－12月期のGDP

の下振れやタカ派的とみなされた FOMC声明などを受け、米国市場は主要指数が3％近い大幅下落

となりました。 

 

今週は指標欄で紹介したISM製造業景況感指数の他にもISM非製造業景況感指数、新車販売台数、

雇用統計など重要指標が数多く発表されるため、それらの指標動向を睨みながらの展開となりそうで

す。足元の米国株の下落の主因は米国経済の成長鈍化懸念や、ドル高による企業決算の伸び悩みと考

えられますが、30日時点のトムソン・ロイターの集計による10－12月期の企業決算は前年同月比

5.3％の増益見込みと、前週時点の3.5％増益予想から上方修正されています。一部企業の決算が大

きく市場予想を下回ったため、企業決算が総じて悪いような印象がありますが、実はそれほど悪くは

ありません。 

 

また、テクニカル指標から見ると、短期的

な米国株のボトムが近いとの見方ができま

す。以下のグラフはNYダウ平均とその200

日移動平均線、S&P500の騰落レシオを示

したものですが、昨年の米国株調整時には

200日移動平均線がサポートの役割をした

局面が複数回ありました。今回もすでにNY

ダウ平均は200日移動平均線に近づきつつ

あります。また、昨年の調整局面は騰落レシ

オが概ね80前後のところで下げ止まる傾向

が見られました。足元の騰落レシオもすでに

80程度まで低下しつつあります。 

 

米国経済のファンダメンタルズ面に若干の不安は残りながらも、株価は短期的に戻りを期待して良

い局面、そのように考えています。 

 

 

 

フィナンシャル・インテリジェンス部 益嶋 裕 

マーケットビュー－株価は短期的な底打ち局面が近いと見られる－ 

（出所）マネックス証券作成

NYダウ平均と騰落レシオ
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・当社は、本レポートの内容につき、その正確性や完全性について意見を表明し、また保証するものでは

ございません。  

・記載した情報、予想および判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引を推奨し、

勧誘するものではございません。  

・過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。  

・提供する情報等は作成時現在のものであり、今後予告なしに変更又は削除されることがございます。  

 

・当社は本レポートの内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではございませ

ん。  

・投資にかかる最終決定は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようお願いいたします。  

・本レポートの内容に関する一切の権利は当社にありますので、当社の事前の書面による了解なしに転

用・複製・配布することはできません。  

 

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第 165 号  

加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 金融先物取引業協会、 

一般社団法人 日本投資顧問業協会 

協会 

利益相反に関する開示事項 

マネックス証券株式会社は、契約に基づき、オリジナルレポートの提供を継続的に行うことに対する対価

を契約先証券会社より包括的に得ておりますが、本レポートに対して個別に対価を得ているものではあり

ません。レポート対象企業の選定はマネックス証券が独自の判断に基づき行っているものであり、契約先

証券会社を含む第三者からの指定は一切受けておりません。レポート執筆者、並びにマネックス証券と本

レポートの対象会社との間には、利益相反の関係はありません。 


